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１ はじめに 

 大型合板工場等の操業に伴い、かつて市

場を介していた東北の民間木材流通は、素

材生産現場から製材工場等への『直送』が

主流になっています。 

一方、国有林では、山元土場において樹

材種・林小班別に仕分けし、末口を揃え巻

立て、検知請負者による検知作業を行い、

国有林職員による検査を経て、ようやく販

売に移るため、流通に１～２週間程度要す

ることになります。 

さらに、「システム販売」の「概算販売」

では数日、「普通販売」となれば、買受申し

込み・販売契約・代金納入を経て引き渡し

となり、明らかに民有林材に比べ供給スピ

ードが劣る結果となっています。特に夏場

は、土場に滞留するほど虫の被害を受ける

ため、経費を掛けて、生産後の速やかな薬

剤散布を行っていますが、虫の被害をゼロ

にはできていません。虫害材となれば、一

般材、合板材として買い手が付かず、土場

での滞留も発生します。結果的に、割引販

売する状況にも繋がってしまいます。 

図-１ 民国の木材流通構造の比較 

 

図-２ 虫害の現状 

 



これらの解消に向けて、東北局では

令和６年度から試行的に、秋田署、米

代西部署、上小阿仁支署において、合

板材・各１０００㎥の「直送システム」

を実施することになりました。 

「直送システム」とは、これまで山

元土場で行っていた検知作業と検査

業務を、納入先備え付けの「原木選別

機」を使用することにより省力化し、

国有林材供給のスピードアップを図

るものです。 

 

２ 取組・研究方法・結果 

研究目的は、「直送システム」導入のメリットと、課題を明らかにし、「直送システムの

充実」に向け、各事業体からの声を把握し、現状の課題解決に向けた道筋を考えることに

あります。 

そのため、「従来の販売方法」と「直送システム」での大きな違いでもある「巻立て」と

「検知」について功程調査を行いました。また、事業体へのアンケートも実施しました。 

（１） 功程調査 

① 「巻立て」 

「従来の販売方法」と「直送シ

ステム」の「巻立て」の作業功程

を計測し、１本当たり、２０㎥当

たりの時間を算出しました。 

「従来販売の巻立て」では、か

んざし積みをし、末口を揃え、検

知が出来るようにしています。

「直送システムの巻立て」は、山

元土場での検知は行わないこと

から、かんざし積みは行わず、末

口も揃えません。 

比較すると、「従来販売の巻立

て」の作業時間は、１本当たり１１秒、２０㎥当たり約１５分、「直送システムの巻

立て」が１本当たり８秒、２０㎥当たり約１２分となり、「直送システムの巻立て」

が、２０㎥当たりの作業時間で比較すると、２０％の生産性向上が確認できました。 

 

 

 

 

 

図-３ 従来の販売方法と直送システムの違い 

 

図-４ 通常巻立と直送用巻立の功程比較 

 



② 「検知」 

「従来の販売方法」と「直送

システム」の「検知」の作業時

間を計測しました。「従来の販売

方法」では、２名で１９４本、

約４７㎥の巻立てを検知した時

間を測定しました。結果は１本

当たり１２秒、２０㎥当たり約

１６分の計算となりました。 

「直送システム」では、今回   

の納入先である中国木材能代   

工場において選別機の検知時  

間を測定しました。 

選別機による検知の流れと功程は以下の通りになります。 

Ⅰ：トラックから降ろされた原木の腐れ・割れ等について木口の両方を目視 

にて確認。【作業時間 １．４秒/本（１８９本・２６４秒）】 

Ⅱ：ローダーで選別機へ積み込み 

【作業時間 ７．２ 秒/本（２９本・２０８秒）】 

Ⅲ：選別機で検知・選別 

【作業時間 ８秒/本（５３本・４２５秒）】 

Ⅳ：センサーの誤作動防止のため、樹皮等の汚れを掃除 

【作業時間 ３．８秒/本（１５９本・６００秒）】 

 

③ 「巻立て」と「検知」の比較 

巻立て及び検知の合計作業時間

を比較すると、直送システムの選

別機による検知は大幅に短縮され

ていますが、欠点確認、選別機へ

の運搬、清掃時間を加えると、「従

来の販売方法」の検知よりも時間

を要す結果でした。  

また、これに巻立て功程を加え

て全体の時間を比較しても、「直送

システム」は時間が掛かり増しに

なります。 

しかし、山元土場での作業時間

に注目すると、「直送システム」の

山土場での作業は巻立てのみとな

ることから、「直送システム」は山

元土場での滞留時間を短縮できることが分かりました。 

図-６ 検知の功程調査結果 

 

図-７ 山での作業時間の比較 

 

図-５ 自動選別機の功程調査 

 



この結果から「直送システム」は、機械の検知によりスピードアップするのでな

く、「検知や検査の待ち時間を減らし、山元土場での滞留による虫害を抑制する」「検

知と仕分け作業を工場で行い、生産から工場搬入までを効率よく行う」システムだ

と考えられます。 

（２）アンケート 

事業体へのアンケートは、３つの森林管理署等の「直送システム」に関わった９社

の事業体に対して実施しました。（生産事業体４社、運材業者３社、協定者１社、納入

先１社） 

①  「直送システムを実施した感

想」には、３３％が非常に良い、

６７％が良い、と答えられてい

て、大きく評価されたと言えま

す。 

②  直送システムを評価した理由

については、「生産した原木を、

土場からスピーディーに納入先

に運材でき、狭い土場も効率的

に使用され、虫害を含めた劣化

防止になる」と回答がありまし

た。 

③  導入のメリットとしては、評

価した理由と同様に、「巻立て・

検知・薬剤散布の省略や時間短

縮、土場回転率の向上による生

産事業の効率化、虫害防止への

期待」等の回答がありました。 

④  デメリットとしては、「日々、

土場在庫の連絡の必要性」と「数

量確定前の運材となり、材積管理の難しさ」や、盗難防止・物品管理の観点から

の、「トラック積荷の撮影とデータ送信や、南京錠の使用に煩わしさ」が述べら

れています。 

⑤  「今後も携わりたいか」との問いには、合計で、携わりたい７８％、どちらか

と言えば携わりたい１１％、どちらかというと携わりたくない１１％で、多くの

事業体が今後も携わりたいと回答がありました。 

⑥  携わりたい理由として、「虫害のリスクを低減させ、新鮮な原木の供給が可能

となり、生産性向上・コスト削減、買受側のメリットも拡大する。また、数量・

金額を契約することで、販売価格の維持に繋がる」と回答がありました。 

携わりたくない理由として、「材積管理に苦慮」「運材業者との調整が必要」「ト

ラックの調整が進まないと土場のスペースを多く使う」と答えられています。 

⑦  「本制度において、国有林に求めることは何か」に対しては、「取り扱う数量

図-８ アンケート用紙 

 



の拡大」と、「早期の公募と早期の契約」が望まれています。また、直送システ

ムの「各材種への拡大」や「事務手続きの調整と統一」、といった要望が出され

ました。 

 

３ 考察・結論 

功程調査とアンケートの結果から「直送システム」は、原木の品質・価格の維持や効率

化を図るうえでメリットが上回ると考えられ、生産・運材・買受の三者にとって有益なシ

ステムだと言えます。 

一方で、生産事業体と運材業者の緊密な連携の必要性、運材時の手間といった課題や、

「直送システム」の取扱数量の拡大と早期の公募、他材種への拡大、事務作業の統一とい

った要望も出されました。 

課題等への対応としては、事前に各事業体に緊密な連携の必要性と、「直送システム」独

自の作業内容等を明確にしておくことが必要です。 

要望については、「数量

拡大と早期公募」に向けて

取り組み、「各材種への拡

大」は、まずは一般材への

導入に向けて取り組みま

す。 

「事務作業の統一」につ

いては、様々な意見・要望・

提案等を話し合う場の実

現に向け取り組むことと

し、「充実した直送システ

ムの構築」を目指します。 

東北では、生産事業によ

る国有林材の流通が２割

近くを占めていることか

ら、「直送システム」を拡大

していくことは、虫害を抑制し、原木の評価を上げ、販売価格の安定が期待され、「東北の

林業の活性化への一助になる」と考えます。 

また、今研究を通して、選別機設置の無い場合についても、「画像撮影とＡＩによる計測・

検知システムの導入」等も含め、スピーディーな販売方法の必要性を感じたところです。 

図-９ 調査結果のまとめ 

 


